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文
化
庁
は
、
入
国
が
困
難
な
外
国
人
留

学
生
へ
の
日
本
語
教
育
環
境
を
構
築
す
る

た
め
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
日
本
語

教
育
を
実
践
・
検
証
す
る
「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ

ナ
に
お
け
る
オ
ン
ラ
イ
ン
日
本
語
教
育
実

証
事
業
」
と
し
て
、
41
億
円
を
令
和
３
年

度
の
補
正
予
算
に
組
み
込
む
こ
と
を
決
定

し
た
。
日
本
語
学
校
に
対
し
て
、
国
が
こ

の
よ
う
な
支
援
を
行
う
こ
と
は
初
め
て
だ

と
い
う
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
発
生
以
降
、
日

本
語
学
校
は
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
て

い
る
。
一
時
的
に
入
国
が
緩
和
さ
れ
た

２
０
２
０
年
秋
を
除
く
と
、
ほ
ぼ
す
べ
て

の
日
本
語
学
校
で
新
規
入
学
の
留
学
生
は

ゼ
ロ
に
近
い
状
況
だ
。

　

文
化
庁
に
よ
る
と
、
21
年
９
月
時
点
で

「
留
学
」
の
在
留
資
格
認
定
証
明
書
が
発

行
さ
れ
て
い
た
人
数
は
お
よ
そ
15
万
人
。

秋
に
は
一
旦
、
入
国
緩
和
に
向
け
て
動
き

出
し
た
も
の
の
、「
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
」
の

世
界
的
な
感
染
拡
大
に
よ
っ
て
再
び
全
世

界
の
外
国
人
の
新
規
入
国
が
原
則
停
止
さ

れ
た
た
め
、
留
学
生
の
新
規
入
国
は
今
の

と
こ
ろ
全
く
目
処
が
立
っ
て
い
な
い
。
来

日
で
き
な
い
状
況
が
長
く
続
く
こ
と
に

よ
っ
て
留
学
そ
の
も
の
を
諦
め
る
学
生
も

出
て
き
て
お
り
、
そ
れ
だ
け
に
、
今
回
の

支
援
策
は
日
本
語
学
校
に
と
っ
て
大
き
な

助
け
に
な
る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

今
回
、
文
化
庁
が
打
ち
出
し
た
支
援
策

に
は
、
以
下
の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。

・
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
実
施
す
る
た
め
の

　
モ
ニ
タ
ー
や
パ
ソ
コ
ン
の
リ
ー
ス
代

・
日
本
語
教
師
へ
の
研
修
費

・
オ
ン
ラ
イ
ン
用
の
教
材
開
発
費
　
な
ど

　

こ
れ
ら
を
「
実
証
事
業
費
」
と
し
て
最

大
１
０
０
０
万
円
を
目
処
に
、
合
わ
せ
て

４
０
０
件
ほ
ど
支
援
す
る
方
針
だ
（
入
国

前
の
外
国
人
留
学
生
が
必
ず
参
加
し
て
い

る
こ
と
、
原
則
無
償
で
行
う
こ
と
な
ど
、

諸
条
件
あ
り
）。
ま
た
、
事
業
の
成
果
に

つ
い
て
も
分
析
・
検
証
を
行
う
予
定
だ
と

い
う
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
世
界

が
今
後
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
、
今
も
な

お
不
透
明
な
状
況
だ
。
し
か
し
、
い
つ
か

必
ず
訪
れ
る
「
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
」
を
見

据
え
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
こ
の
苦
況
を

乗
り
越
え
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　

人
手
不
足
が
深
刻
な
業
種
に
お
い
て
、

技
能
試
験
や
日
本
語
試
験
の
合
格
を
条
件

に
外
国
人
の
就
労
を
認
め
る
在
留
資
格

「
特
定
技
能
」
が
、
大
き
く
変
わ
ろ
う
と

し
て
い
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
対
象
業
種

14
分
野
の
う
ち
２
号
（
在
留
資
格
が
何
度

で
も
更
新
で
き
て
家
族
帯
同
も
可
能
）
に

分
類
さ
れ
て
い
る
の
は
建
設
な
ど
２
分
野

だ
け
だ
が
、
22
年
度
に
も
農
業
・
製
造
・

サ
ー
ビ
ス
な
ど
13
分
野
に
広
げ
ら
れ
る
こ

と
が
検
討
さ
れ
て
い
る
の
だ
（
14
分
野
の

う
ち
介
護
の
み
対
象
外
だ
が
、
既
に
別
の

長
期
就
労
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
る
）。

　

熟
練
者
に
事
実
上
の
無
期
限
就
労
を
認

め
る
今
回
の
制
度
変
更
に
対
し
て
、
経
済

界
か
ら
は
概
ね
好
意
的
な
声
が
上
が
っ
て

い
る
。
少
子
高
齢
化
に
よ
り
技
術
の
継
承

が
難
し
く
な
っ
て
い
る
今
、
外
国
人
材
が

そ
の
担
い
手
と
な
る
と
の
期
待
か
ら
だ
。

し
か
し
一
方
で
、
様
々
な
課
題
も
あ
る
。

そ
の
一
つ
が
帯
同
家
族
の
生
活
支
援
、
特

に
日
本
語
指
導
だ
。
文
部
科
学
省
が
実
施

し
た
18
年
度
の
調
査
に
よ
る
と
、
日
本
語

指
導
が
必
要
な
児
童
生
徒
は
約
5
万
1
千

人
、
そ
の
う
ち
授
業
で
日
本
語
を
学
ん
で

い
る
の
は
約
半
数
で
、
高
校
進
学
率
も
約

42
％
に
留
ま
っ
て
い
る
と
い
う
。
21
年
９

月
末
時
点
で
、
特
定
技
能
１
号
の
在
留
外

国
人
数
は
約
３
万
8
千
人
。
こ
れ
が
す
べ

て
２
号
に
移
行
し
て
家
族
の
帯
同
が
認
め

ら
れ
れ
ば
、
日
本
語
指
導
が
必
要
と
な
る

児
童
生
徒
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
増
え
る
の

は
言
う
ま
で
も
な
い
。
つ
ま
り
、
語
学
指

導
を
受
け
ら
れ
る
環
境
の
整
備
が
急
務
と

な
っ
て
い
る
の
だ
。

　

歴
史
上
、
大
き
な
転
換
点
を
迎
え
よ

う
と
し
て
い
る
外
国
人
受
け
入
れ
政
策
。

日
本
で
就
労
す
る
外
国
人
と
そ
の
家
族

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
と
な
る
よ

う
、
確
か
な
支
援
体
制
が
構
築
さ
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。

国
が
日
本
語
学
校
を
支
援
へ

─

令
和
３
年
度
の
補
正
予
算
に
41
億
円
を
計
上

外
国
人
就
労
、
事
実
上
の「
無
期
限
」に

求
め
ら
れ
る
帯
同
家
族
へ
の
日
本
語
指
導

2月
2020年

2021年

中国の一部からの入国拒否

4月 米国や中国全土、韓国などからの入国拒否

秋 中国や韓国、シンガポールなどとのビジネス往来を容認

1月 中韓などとのビジネス往来を中止

7～9月 東京五輪・パラリンピック関係者が特例扱いで入国

11月 8日
● ビジネス目的の外国人や留学生らの新規入国を容認
● ワクチン接種を条件に入国者の待機を最短3日に

11月 30日～ 全世界からの外国人の新規入国を原則停止

日本の水際対策の経緯（～2021年 12月中旬まで）

● 建設　● 造船・舶用工業

● 飲食料品製造業
● 農業
● 産業機械製造業
● 素形材産業
● 外食業
● 電気・電子情報
　 関連産業
● ビルクリーニング
● 漁業
● 自動車整備
● 宿泊
● 航空

2号に追加へ

別制度で長期就労可● 介護

特定技能1号
（最長5年）

特定技能2号
（更新・家族帯同可能）

【総数】
38,337人 ベトナム

23,972人（62.5%）

その他
674人（1.8%）

フィリピン
3,591人（9.4%）

【出典】出入国在留管理庁 特定技能 1号在留外国人数（令和 3年 9月末現在）概要版

インドネシア
3,061人（8.0%）

ミャンマー
1,733人（4.5%）

タイ
827人（2.2%）

カンボジア
767人（2.0%）

ネパール
518人（1.4%）

中国
3,194人（8.3%）

特定技能1号在留外国人数【国籍・地域別割合】

日本語学校で10カ月勉強した後に今の会社に入社して、今年で2年目です。
①日本で働き始めて、どれぐらいになりますか？

留学生募集担当者として、留学生に学校情報を説明したり、出願書類の準備を
支援したりしています。元留学生なので、留学生をサポートできることにやりがい
を感じています。

②どんなお仕事に従事しているのですか？

日本は、礼儀やマナーをとても重視しています。たとえば面接の時、日本ではスーツ・パンプスを着用するのが常識
ですが、ベトナムでは白いシャツに黒いズボン、スニーカーでも問題ありません。また、おじぎの角度も違います。ベト
ナムでは、頭を軽く下げたら礼儀正しいと思われますが、日本では、TPOに応じて違う角度でおじぎをしないといけ
ません。他にも、報連相だったり仕事上での言葉遣いだったりと、様々なビジネスマナーの違いに最初はとても戸惑
いました。ですから、日本で働こうとしている留学生には、就職する前に日本ならではのビジネスマナー・商習慣を
知っておいてほしいです。日本語学校の先生には、留学生たちに日本語だけでなくそういったところを教えてあげて
もらえたらと思います。

③日本で働こうとしている留学生たちに伝えたいことは何ですか？

ダオ ティ タイン タインさん
出　　　身：ベトナム・ホーチミン市
日本在住歴：約3年
使用言語：ベトナム語・日本語
 中国語・英語

“元留学生”に聞きました！

留学生に伝えたい、日本　アレコレ留学生に伝えたい、日本　アレコレの

問 . ここに挙げた①②の言葉の意味は、それぞれ（ア）と（イ）の
どちらだと思いますか。

① 「がぜん」

（ア）「とても、断然」という意味

（イ）「急に、突然」という意味

（ア）、（イ）とはまったく別の意味

（ア）と（イ）の両方

② 「すべからく」

（ア）「すべて、皆」という意味

（イ）「当然、是非とも」という意味

（ア）、（イ）とはまったく別の意味

（ア）と（イ）の両方

正解：①（イ）　②（イ）

【出典】文化庁 令和2年度「国語に関する世論調査」の結果の概要

　「言葉は生き物」と喩えられるように、言葉の意味は時代と共に変遷しており、本来とは別の
意味で使われるようになることがある。たとえば「破天荒」という言葉。辞書等に記載されてい
る本来の意味は「だれも成し得なかったことをすること」だが、近年は「豪快で大胆な様子」と
いう意味で使う人が多い。実際に、文化庁が 2021 年に実施した調査でも、本来の意味を知って
いた人は 23.3% に留まり、65.4% が「豪快で大胆な様子」と思っているという結果が出ている。
　本来とは異なる意味で使われる言葉が増えれば、日本語を学ぶ留学生たちも、言葉の解釈に戸
惑うことがあるだろう。だから
こそ日本語教師の皆さんには、
日頃からアンテナを張って言葉
の意味を広く知り、それを留学
生たちにしっかりと伝えてほし
い。右に、文化庁の調査で使わ
れた質問事項を記載したので、
腕試しもかねて一度挑戦してみ
ては？

　

私
は
２
０
２
１
年
12
月
に
養
成
講
座
を

修
了
し
、
22
年
5
月
か
ら
日
本
語
パ
ー
ト

ナ
ー
ズ
の
派
遣
事
業
で
タ
イ
に
行
く
予
定

で
す
。

　

私
に
は
中
国
で
日
本
語
教
師
と
し
て
働

く
長
男
が
お
り
、
そ
の
影
響
も
あ
っ
て
修

了
後
は
海
外
で
働
き
た
い
と
い
う
希
望
を

持
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
私
に
、
あ
る

受
講
生
が
そ
の
第
一
歩
と
な
る
日
本
語

パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
に
つ
い
て
の
情
報
を
教
え

て
く
れ
た
の
が
応
募
の
き
っ
か
け
と
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
海
外
に
赴
く
こ
と
に

不
安
が
な
い
と
言
え
ば
嘘
に
な
り
ま
す

が
、
い
つ
コ
ロ
ナ
が
収
束
す
る
か
わ
か
ら

な
い
現
状
に
お
い
て
、
海
外
で
日
本
語
を

学
び
た
い
と
熱
望
す
る
方
々
の
お
役
に
立

ち
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
私
を
動
か
す
の

で
す
。
ま
た
、
こ
の
講
座
で
は
経
験
豊
富

な
先
生
方
か
ら
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
言

語
と
し
て
の
日
本
語
に
つ
い
て
教
え
て
い

た
だ
き
、
そ
れ
は
新
鮮
な
驚
き
と
喜
び
を

伴
っ
て
自
分
の
知
識
と
し
て
蓄
積
さ
れ
て

い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
更
に
受
講
生
同

士
の
切
磋
琢
磨
が
自
分
を
向
上
さ
せ
る
原

動
力
に
な
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
こ
の
受
講
生
の
絆
を
保
ち
つ

つ
、
こ
の
講

座
で
教
え
て

い
た
だ
い
た

こ
と
を
生
か

し
て
日
本
語

教
師
の
道
を

歩
い
て
い
き

た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

㈶
国
際
生
涯
学
習
研
究
財
団

　

日
本
語
教
師
養
成
講
座

東
京
校
３
期
生　

吉
泉
み
ゆ
き

修
了
生
の
い
ま

●
第
12
回
定
例
会

　

日
本
語
教
育
能
力
検
定
試
験 

試
験
Ⅱ

　

問
題 

１
・
２
・
３
（
音
声
分
野 

解
説
）

　

日
本
語
教
育
能
力
検
定
試
験
を
間
近
に

控
え
、
前
回
に
引
き
続
き
検
定
対
策
と
し

て
試
験
Ⅱ
の
問
題
を
扱
っ
た
。

　

問
題
の
解
説
に
加
え
て
、
解
き
方
の
ポ

イ
ン
ト
を
実
践
を
交
え
て
具
体
的
な
説
明

を
行
っ
た
。

〜
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り
〜

・
既
習
事
項
で
し
た
が
、 

忘
れ
て
い
る
内

容
が
多
く
大
変
参
考
に
な
っ
た
。

・
解
説
と
ポ
イ
ン
ト
が
非
常
に
理
解
し
や

す
く
、
ど
こ
を
勉
強
し
た
ら
良
い
か
わ

か
り
や
す
か
っ
た
。

●
第
13
回
定
例
会
（
Ｒ
３
年
11
月
28
日
）

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
実
際

　

～
日
本
語
学
校
・
Ｊ
国
際
学
院
の
反
転
授
業
～

　

今
回
は
、
こ
れ
ま
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に

て
多
数
希
望
が
あ
っ
た
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
」

を
テ
ー
マ
と
し
、
比
較
的
新
し
い
学
習
方

法
で
あ
る「
反
転
授
業
」を
取
り
上
げ
た
。　

　

現
在
、
反
転
授
業
を
導
入
し
て
い
る
Ｊ

国
際
学
院
さ
ん
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お

話
い
た
だ
き
、「
反
転
授
業
と
は
な
に
か
」、

「
実
施
し
て
判
明
し
た
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ

リ
ッ
ト
」、
さ
ら
に
、
実
際
に
使
用
し
て

い
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
動
画
や
そ
の
管
理
シ
ス

テ
ム
な
ど
を
、
具
体
的
に
ご
紹
介
い
た
だ

い
た
。

〜
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り
〜

・「
反
転
授
業
」
と
い
う
単
語
だ
け
を
知
っ

て
い
た
の
で
、
具
体
的
に
知
る
こ
と
が

で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。

・
実
際
に
使
用
し
て
い
る
も
の
も
見
せ
て

い
た
だ
け
て
非
常
に
イ
メ
ー
ジ
し
や
す

か
っ
た
で
す
。

-------------------------------------------------------------

　

第
12
回
・
13
回
い
ず
れ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
も
90
％
近
く
の
参
加
者
の
方
か
ら
好
評

価
を
い
た
だ
き
、嬉
し
く
思
う
一
方
、様
々

な
要
望
も
受
け
た
た
め
、
よ
り
一
層
充
実

し
た
会
と
な
る
よ
う
に
、
善
処
し
て
ま
い

り
た
い
。

国
際
日
本
語
教
育
研
究
協
会 

定
例
会


